
ポルシェカレラカップジャパン ２０１８ Ｆ１日本グランプリ併催レース 参加報告書 

 

Date   ２０１８年１０月５日～７日 

Round   第１１戦 

Race Track  鈴鹿サーキット 

 

はじめに、今大会も懸命なサポートをして頂いたポルシェジャパン株式会社様、コックス株式会社様、

チームの皆様、パーソナルスポンサーの皆様に心より感謝致します。 

 

 ４月に開幕した２０１８年ポルシェカレラカップレースは、早くも今年最後のレースが鈴鹿サーキッ

トで開催されました。 

今年１年学んできた全てを出し切れるよう全力を努めて今大会に挑みました。 

 

●２０１８年１０月５日 公式練習日 

 この日は４５分間の公式練習が実施されました。コースはドライコンディションとなりました。 

走行直後、パワステに違和感を覚え急遽ピットイン。セッション中に対策するのは難しいと判断し、その

ままの状態で周回を重ねました。 

Ｆ１と同時開催という事もあり、路面コンディションが大きく異なりました。それによって少しマシン

セッティングを合わせる必要がありました。 

走行後、チームと明日の予選に向けての作戦を話し合いました。パワステの違和感は、ポンプにエアが噛

んでいたのが原因との事でした。 

結果、この日の公式練習ではマシンセットを試す時間が無く、不安要素を抱えたまま予選に臨む事にな

りました。 

         

 

●２０１８年１０月６日 公式予選 （第１１戦・ポールポジション） 

 昨日から降り続いた雨の影響でコース上に雨が残っている箇所もありましたが、完全に乾いている箇

所もあり、ドライタイヤかレインタイヤを判断するのが非常に難しい状況となりました。 

私はこれから乾いてくると予想し、ドライタイヤを選択して予選に臨みました。予選を通して雨が残っ

ている箇所もありましたが、最後はほとんどのコース上がドライコンディションとなり予想が的中しま

した。 

結果、公式予選ではポールポジションを獲得する事ができました。 



         

 

●２０１８年１０月７日 第１１戦決勝レース （１番手スタート／２位フィニッシュ） 

 コースは完全なドライコンディションとなりました。Ｆ１併催レースの今大会では、コース上の看板

やエスケープゾーンがＦ１仕様になっており、普段の鈴鹿サーキットとは別のコースにいるような特別

感がありました。 

フォーメーションラップを終え、いよいよスタート。シグナルブラックアウトからの反応は悪くないも

ののクラッチミートを上手く決める事が出来ずポジションを３番手まで落としてしまいました。 

レース序盤では思うようにペースを上げる事ができませんでしたが、レース後半の１コーナーでオーバ

ーテイクする事に成功しポジションを２番手まで上げる事ができました。残り周回数が迫る中、最後ま

でプッシュしましたが、トップから僅か０．１秒という差でレースを終えました。 

         

 

●まとめ 

 今大会ではホームコースの鈴鹿サーキットで速さを発揮できたものの、課題のスタートで大きく出遅

れてしまいました。これから更に精度の高いスタートが出来るよう練習する必要があると感じています。 

昨年に続き今年もこのような素晴らしいレースに素晴らしいチームから参戦できた事に感謝致します。 

まだまだ改善しなくてはいけない部分はあるものの、とても成長できたレースシーズンとなりました。 

今大会も応援有難うございました。 

                                      ＃１８ 上村優太 

         


